
令和７年度
第２回山形県地域医療対策協議会

（書面開催）

【協議事項】

１ 重点医師偏在対策支援区域における支援対象医療機関の選定について
（資料１）



重点医師偏在対策支援区域における支援対象医療機関の選定について

〇 令和７年７月３０日に開催した令和７年度第１回地域医療対策協議会において、事務局から「重点医師偏在対策支援
区域における診療所の承継・開業支援事業」について説明し、本県における「重点医師偏在対策支援区域」を下記のと
おりとすることについて、委員の皆様からの合意を得たところ

【本県における重点医師偏在対策支援区域】
山形市、天童市、山辺町及び中山町の４市町を除く、県内全域 （選定の考え方については資料１－２参照）

１ 前回（令和７年度第１回地対協）における協議内容

資料１－１

〇 「活用意向調査」に応募があり、要件を満たしている医療機関について、重点医師偏在対策支援区域における
支援対象医療機関として御選定いただきたい （支援対象医療機関（案）については資料１－５参照）

３ 今回、御協議いただきたい内容

上記１、３により、県が作成する先行的な医師偏在是正プランを厚生労働省に提出予定
（締め切り：令和７年８月29日）

〇 前回の地対協において重点支援区域が決定されたことを受け、「診療所の承継・開業支援事業（国庫補助事業）」に
ついて、「活用意向調査」を実施（令和７年８月４日～同月２０日） （事業の概要については資料１－３～４参照）

２ 活用意向調査の実施



重点医師偏在対策支援区域の選定について

１ 令和７年度における重点区域選定の考え方（案）

厚⽣労働省の⽰す候補区域（最上・庄内）に加え、地域の実情を加味し「医師少数スポット」を含む地域（⻄村
⼭・北村⼭・東南置賜・⻄置賜の全域）を選定。ただし、医師多数区域である村⼭地域の中にあり、かつ⼈⼝10万⼈
あたりの医師数が全国平均を上回る東南村⼭については、「医師少数スポット」の中心となる上⼭市のみ選定。

２ 選定基準

① 厚⽣労働省の⽰す候補区域の全域
② 「⼭形県医師確保計画（第８次前期）」で定める「医師少数スポット」
を含む地域の全域（ただし、医師多数区域にあり⼈⼝10万⼈あたりの医師
数が全国平均（274.7⼈）を上回る地域にあっては、当該スポットの中心と
なる市町村に限る）

該当基準選定区域人口10万人あたり
医師数（人）地域二次医療圏

②ただし書上⼭市390.5東南村⼭
村⼭ ②全域150.5⻄村⼭

②全域106.0北村⼭
①全域155.3最上最上
②全域234.2東南置賜

置賜
②全域83.9⻄置賜
①全域208.9庄内庄内

なお、令和８年度における重点区域については、今般選定した区域をベースに、厚⽣労働省が令和７年度中に⽰すとしている
医師偏在是正プランのガイドライン等を踏まえ、改めて選定。

上記の重点区域内において、令和７年度に承継・開業する診療所に対し、承継・開業支援事業の実施を検討

参考（7/30地対協資料） 資料１－２



重点医師偏在対策支援区域における支援対象医療機関の選定について

◆診療所の承継・開業支援事業の概要（厚生労働省資料） ※ （案）の段階であり、今後、内容の変更があり得るとされている

①施設整備事業 令和７年度に承継・開業する診療所であり、国の内示後に着手した事業が補助対象
②設備整備事業 令和７年度に承継・開業する診療所であり、国の内示後に着手した事業が補助対象
③地域への定着支援事業

令和６年12月17日以降に承継・開業する（した）診療所であり、令和７年４月１日以降に発生した経費が補助対象

資料１－３



重点医師偏在対策支援区域における支援対象医療機関の選定について

◆診療所の承継・開業支援事業の概要（厚生労働省資料） ※ （案）の段階であり、今後、内容の変更があり得るとされている

資料１－４

補助対象、補助基準額 見直し（案）鉄筋コンクリート：484,000円
ブロック ：214,000円
木造 ：355,000円


